
生徒指導・教育相談班 秋元 守（小学校教諭）

研究の概要

実践内容
○ Ｃ＆Ｓ調査をする
Ｃ＆Ｓ調査で「自己肯定感」（縦軸）と「学級の

雰囲気」（横軸）の２つの観点から実態を把握する。

「この子の自己肯定感が低いのは

どうしてかな？」「心配していた

この子は自信がないのかな」

◆ 「輝きシート」を活用する
①学校生活（教室）と主要な行事で、一人一人のよさを友達・保護者・教員で見

つけてシートに記入する。

②自分のよさ・頑張る場所を記入することで意識化し、努力する。

③一人一人の頑張り・努力をみんなでみとり、シートに記入する。子ども自身が

肯定的な評価を受け止めながら、新たな目標を立てる。

◆ 「道徳」の授業で、気持ちを伝え合う
①「わたしはわたしらしく」（文溪堂６年生の道徳）授業の中で「Ｘさんからの手紙（ＳＧＥ）」を実施して、友達のよさ

と友達に対する気持ちを伝え合う。

②「心に通じたどうぞのひとこと」（東京書籍道徳６）授業の中で保護者からの「ありがとうの手紙」を読んで、「ありが

とうの言葉の力」と「保護者の気持ち・愛情」を実感する共に、保護者に返事の手紙を書くことで気持ちを伝え合う。

○ 再度、Ｃ＆Ｓ調査をする 子 ど も の 声 保 護 者 の 声
輝 ◆みんなの目で自分のよさが分かった。 ◆身近な目標を立て、一歩一歩進んでい

き ◆ほめられてうれしかった。 く感じがいい。

シ ◆目標を達成できたこととできなかった ◆家庭では見えない長所が分かったので

ー

ことがあった。さらに長所を伸ばして たくさんほめてあげたい。

ト 短所を直せるように頑張る。 ◆ほめることによって子どもが自信をつ

け、さらに高い目標をもった。

手 ◆自分への思いがよく分かって、心が温 ◆年頃なので互いに素直になれてうれし

紙 かくなった。 かった。

◆幸せな気持ちになった。一生忘れない。 ◆関係が深まった。手紙は一生の宝物。

「自己肯定感と学級の雰囲気が向上し、まとまりのある集団に近づいたな」

成果と課題
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結果のまとめ自己肯定
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結果のまとめ自己肯定

思春期の入り口にいる小学校高学年の子どもたちは、様々な試練に出会い悩み始める。自分の能力に疑問を感じたり、友達関係

・家族の関係にも変化が生じる中で不安を感じたりしている。友達・保護者・教員が、子どもたちのよさをみとり・励まし・認め

ながら支えていくことで、子どもたちのよさをさらに伸ばしていく生徒指導（自己指導能力・自己肯定感の向上）が、本研究の目

的である。

友達・保護者・教員がつながり合う場として「輝きシート」を開発・活用する。また、より深く気持ちを伝え合い支え合うこと

をねらいとした「道徳」の授業を通して、さらに個々のよさを引き出し、伸ばすことができると考え、本主題を設定した。

○ 「輝きシート」の活用
◆子どもたちが、他者からの肯定的評価を受けて、自分のよさを自覚し、努力できる場所を見つけることができた。

◆保護者・担任が子どものよさに気付き、ほめるチャンスを増やすことができた。

◆子どもたちが、その子の頑張りやよさを友達・保護者・教員のつながりの中で「認められ支えられる」ことで、ますます

意欲が高まり、新たな目標を立てるなど「自己指導能力」の向上につながった。

○ 「道徳」の授業で気持ちの伝え合い
◆互いの思いや気持ちを再確認し、「支えられている実感」をもつことで、「自己肯定感」が向上した。

◆互いの関係が深まり、学級のつながり（学級の雰囲気）と親子のつながりが強くなった。

高学年の多感な時代の入り口に差しかかった子どもたちを、みんなで支えていくことが、子どもたちの安心

感につながり、自分のよさを意識しながら頑張る力の源になることを確認できた。友達・保護者・教員のつな

がる力をさらに強固にすることにより、一人一人の子どものよさを伸ばしていきたい。

子どものよさを支えて伸ばす生徒指導の工夫
－ よさをみとって気持ちを伝え合う「輝きシート」の活用と「道徳」の授業を通して －


